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濃 厚 ツ ベ ル ク リ ン に 関 す る 研 究

第1報700倍 「ツ」の2,000倍 「ツ」弱 反応 者 に対 す る反応 様 相 につ いて

小 林 啓 ・ 村 井 章 悟

日本大学 医学部公衆衛 生学 教室

受 付 昭 和54年12月28日

Iま え が き

文部省試験 科学研究費 によ る 「ヅ」(ツ ベル ク リン の

略)反 応協 同研究委員会(以 下委 員会 と略す)で は昭和

33年 度の主研究 目標 として判定 時間に関す る研究(第

1課 題),濃 厚 ツベル ク リン使用 に関す る研究(第2課

題)お よび精製 ヅベル ク リンに関す る研究(第3課 題)

を協 同研究課題 として採択 した。今 回われわれは協 同研

究 として第2課 題 の一 たんにっいて研究 を行 なったので

ここに報告す る。第2課 題 の 目的は,最 近48時 間判定

では疑陽性程度 の発赤が 多 くな り,か っ判定 しに くい反

応様 相を示 す ものが 多 くなって きたので,こ れ らの もの

に対 し さ らに濃厚 な 「ツ」液(100倍 または700倍 「ヅ」

液)を 使用 し,そ の さいの判定基 準および判定誤差 につ

いて検討 す ることであ る。 「ヅ」反応が疑陽性が 多 く判

定しに くくなったのは 「ツ」反応検査 の さいの手技上 の

問題 を除けば促進現象 の発現 およびBCG接 種 に よる

弱陽性例 の増加 によ るもの と考 え られ る。そ こで2,000

倍rツ 」弱反応 者に協 同研究用 として 採択 した700倍

「ツ」(700倍 「ツ」 は 現在W.H.O.が 採用 してい る

「ヅ」 と等力価 であ ると柳沢 ら1)が 報告 してい る もの

であ る)を 使 用し,そ の反応様相 にっ いて両 者を比較 し,

700倍 「ツ」液 を一般 に使 用す ることの可否 にっいて検

討 を行なつた。

II研 究 方 法

1)研 究対象 および実験施行時期

研究 対象 はK工 業高校生徒617名 中 「ツ」反応(ツ

注射部位 は前腕B部 位)が 陰性,疑 陽性 および弱陽性

(発赤径10～12ccま たは前回9cc以 下 の もの)

を示 した もの75名 であ る。 「ツ」反応検査施 行期 日は

昭和33年5月12日 であつた。

2)注 射部位

対象生徒 の上腕E部 位(図1に 示す)2,000倍 「ツ」

を,F部 位 に700倍 「ヅ」 を0.1mlず っ 型のご と

く皮 内注射 し,そ の後24,48時 間および4B後 に 反

応 の発赤径,発 赤濃度 および硬結 を示標 として計測 を行

なった。なお 「ツ」反応検査成績 の 記載要領 は 柳沢2)

図1「 ヅ」反応 施行部位

の 「ツベル ク リソの記載方法」 に従 つた。

3)ツ ペノレク リン液

実験に 使 用した 委員会配布 の2,000倍 「ヅ」液 お よ

び700倍 「ツ」液 は結研製 の同一Lotの 旧 「ヅ」 原液

を石炭酸加 生理的食塩 水にて所 定の濃 度に稀 釈 した もの

であ る。

4)注 射筒 その他 の器具

注射 筒は 委 員会 配 布の0.01mlま で 正確 に 読 め る

0.5mlの 精密 な 「ッ」研究 用注射筒 を使 用し,注 射針,

シンメル ブッシュも新品を使 用した。

III研 究 成 績

1)700倍 「ツ」 および2,000倍 「ヅ」 の 「ツ」反

応判定値 の比較 およびその経時 的推移

700倍 「ツ」 の 「ツ」反応判定基準 は対照液 の反応 と

比較検討 す ることに よつて決 定すべ きであ るが,今 仮 り

に現行 「ツ」 反応 判定基準 に従 って判定 を行なってみ る

と,表1に 示 す ごとくであった。す なわち700倍 「ヅ」

では2,000倍 「ツ」 によ る陰性者 に 相 当す る 弱反応者

が24お よび48時 間値 の いず れに おいて も認 め られ

ず,4日 目にいた り1名 あったに す ぎなかっ た。 換言

すれば 同一 基準で判定 した 成績 では700倍 「ヅ」(前

液)と2,000倍 「ヅ」(後 液)と の 判 定値 には か な り
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表1 700倍 お よび2,000倍 稀 釈 「ツ」反応判定

値の経時的推移(人 員75名)

図2 700倍 お よび2,000倍 稀釈 「ツ」反応発赤径 度数

分布の経時的推移(人 員75名)

の相違 が認 め られた。

2)700倍 「ツ」 と2,000倍 「ツ」 との 「ツ」反応

発赤径 度数分布 の比較 お よび経時的推移

図2に 示す ごと く24,48時 間お よび4日 目の発赤

径 の 度数分布 曲線 は いず れ も700倍 「ツ」 のほ うが

2,000倍「 ツ」 の それ よ りも 大 きい 数値 のほ うに 分布

し,常 法 の48時 間値 の発赤径平均値 は明 らか に700倍

「ッ」 に よるほ うが大 きく有意差 を示 した。

3)700倍 「ツ」液 に よる 「ツ」反 応発赤径(48時 間

値)と2,000倍 「ツ」液 の それ との相 関

表2に 示す ごと く,両 液 に よる発赤径 の 相 関はか な

り強 く,相 関係 数は0.78で あった。す なわち2,000倍

「ツ」液 によ る反応 と700倍 「ツ」液 に よ るそれは 同

一被検個体 では併 行した反応性 を示 していた。

4)700倍 「ツ」 と2,000倍「 ツ」 との 「ツ」反応

の発赤濃度 の比較 およびその経時的推移

両液 によ る 「ツ」反応 の発赤濃度 を濃 い もの と薄い も

の とに分 けて 比較検討 したが,表3に 示す ご とく前液

は後液 よ りも24お よび48時 間値 では濃 い ものす なわ

ち強 い反応 を示 す ものが 多 く,4日 目にな ると両液 とも

にほ とん ど同様 の反応様 相を示 し弱反応 となっ た。 なお

700借 「ツ」 では2,000倍 「ツ」 弱反応者で も常法の

判 定時に二重発赤 を発現す るものが あっ た。

5)700倍 「ツ」 と2,000倍 「ツ」反応硬結 発現率

の比較 およびその経 時的推移

硬結 は表4に 示す ごと く24時 間値 では 両液 ともに

約20%で ほ とん ど等 しい発現率 を示 したが,48時 間

お よび4日 目の それは前液(40.0%お よび21.3%)

は後液(22.6%お よび10.6%)に 比較 し,約2倍 の

発現率 を示 した。

IV 総括お よび考案

いずれ の示標 に よっ て も700倍 「ツ」 によ る反応 は

2,000倍 「ツ」 のそれ に比較 して強い傾向 を示す こ とが

観察 され た。 「ツ」注射反復部位 にお ける促進現象お よ

びBCG陽 性者 によって 「ツ」反応判定が困難 となる

こ とはす でに述べ た とお りで あるが,そ の対策 として

700倍 「ツ」 を 使用す ることの 可否 は700倍 「ツ」の

「ツ」反 応性が2,000倍 「ツ」 の それ よ りも強反応 を

示し,現 行判定基準による陽性率が高い反応

様相を呈したという所見だけからは断定しえ

ない。両液のいずれを使用するのが妥当であ

るかはその特異反応性を対照液と比較検討す

ることが当然必要である。現在わが国におい

ては 「ツ」反応陰性者に対するBCG接 種

の普及が著しく自然陽性者とBCG接 種に

よる陽性者との判別が 「ツ」反応のみをもっ

てしてはかなり困難であることを考慮すれば

集 団の結核症浸染度 を「ツ」反応陽性率 によつて推定す る

こ とは難 し く,し たがっ て「ツ」反応検査の疫学的意義は

少 な くなっ た とい わざるをえない。 また 「ツ」反応検査

の診断的意義 について も小児科領域 にお ける乳幼児結 核

の診断の さい あるい はほ とん ど結核の浸染 もない,BC

G接 種 も行 なわれていない僻地 においては なお 今 日と

い えど も重要な価値 を有す る検査方法で あると考 え られ

るが,都 会 に居住す る成人で は,「 ツ」反応反復施行に

よる慣用部位の促進反応の発現 とBCG接 種 お よび そ

の反復接種 に よる 「ツ」 反応陽性者の 「ツ」反 応性 の著

しい変調の ために その診断的意義 もかな り少な くなつて

い ることを考 慮す る必要があ ろう。現在 われわれが接 し

てい る被検集 団では 「ツ」反応検査 の もつ とも重 要な意

義 はBCG接 種 対象 を選 定す ることにあ ると考 えて差

支 えないのではなか ろうか 。2,000倍 「ツ」液 が柳沢 ・

前田 ら3)の 報告 の ごと く未 開地 においては,か って 野

辺地 ・柳沢 ら4)5)(昭 和16年)が 現 行 「ツ」反応判定

基準 を決定 した 当時 とほ とん どその反応性に変化 が認 め

られなかった ことをあわせ考 えれば,濃 厚 「ツ」液 を一

般 に使用す ることの可否 は十分に その意義 を検討 した う

え決定すべ き問題であ ろう。
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表2700倍 お よび2,000倍 稀釈 「ツ」反応48時 間値相関表

表3700倍 および2,000倍 稀釈 「ツ」によ る「ツ」

反応 度の経時的推移(人 員75名)

終 りに本研究を終始御指導下さつた野辺地慶三先生に

深 く感謝いたします。なお本研究は文部省試験科学研究

費に負うもので深謝いたします。

本論文の要旨は第49回 日本結核病学会関東地方会に

て発表した。
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